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　今回の調査面積は、約8,100㎡で、調査区内からは古墳時代終末期の古墳10基と、小石室１
基、縄文時代の集石１基が確認されている。 
　古墳群は、その規模から、①直径20mを超える大型円墳、②直径10m～15mの中型円墳、
③直径10m以下の小型円墳の三つに分類され、石室に使用された石材が異なることが確認
される。 
　墳丘は全て削平されており、出土遺物は全体的に少ないが、第12号墳石室からは、方頭・
圭頭式を含む鉄鏃片が多量に出土しており、太刀・刀子片、足金物等が出土している。また、
羨道部覆土中より須恵器の長頸瓶・横瓶・甕が、馬具関連では、羨道部覆土中より金銅製毛彫
杏葉が２点、石室内及び周溝内より　具２点が出土している。金銅製毛彫杏葉は、県内で初見
であり、注目される。 


